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AWE買収後の進捗
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[AWE買収]
 三井物産は2018年に豪州石油ガス資源開発会社AWEを買収。
買収目的は以下2点。
• 石油・ガス上流事業でのオペレーター機能獲得
• ウェイトシアガス田をはじめとした豪州国内の優良原油・ガス資産ポートフォリオの
拡充

[AWE買収後の進捗]
 AWEとMitsui E&P Australia（MEPAU）の統合を進め、オペレーター
機能を順調に獲得・拡大。
• ウェイトシアガス田ステージ1（小規模生産プロジェクト）の生産量を拡大

(日量10TJ→日量20TJ) 
• 探鉱活動を通じウェイトシアガス田とバハラスプリングスガス田の埋蔵量を
拡大 (777Bcf→1,111Bcf) 

 ウェイトシアの大規模開発を通じて既存優良ガス資産の価値を最大化
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所在地 西豪州 パース 北方約350km

推定可採埋蔵量 1,111Bcf 
(ウェイトシアガス田・バハラスプリングスガス田*合計) 

権益保有者 AWE 50%, Beach Energy 50%

ガス開発計画

追加生産井・探鉱井の掘削
ガス処理施設の建設(日量250TJの処理能力)
開発費用: 7.68億豪ドル(約593 億円)

(当社持分3.84億豪ドル（約297億円))
生産開始: 2023年後半

ガス輸送
 DBNGP所有者のAGIGとガス輸送契約を締結
 ウェイトシアよりノースウェストシェルフ (“NWS”) 

LNGプラントへガスを輸送

LNG輸出
 NWS JVとガス処理契約を締結
 NWSのLNGプラントよりガスを輸出

ガス販売
 LNGをアジア市場へ販売
西豪州の製造業・消費者向けにガス販売を継続
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ウェイトシア
ガス田

NWS LNG
プラント

Dampier to Bunbury         
Natural Gas Pipeline
（“DBNGP”）

ウェイトシアガス田ステージ2開発概要

*バハラスプリングスガス田：ウェイトシア近郊のガス田。
権益保有者・比率はウェイトシアと同一。

ウェイトシアガス田概要

ウェイトシアガス田ステージ2開発概要
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当社E&P事業が “Value over Volume”を追求する中、事業主体として独自のバリ
ュー発揮ができる戦略性の高いプロジェクト。

E&P事業戦略「Value over Volume」
• 脱炭素社会に向かいEnergy Transitionが進む中、量より質を追求。Dual

Challengeのニーズに応えるべく、当社らしい独自の価値創造ができる事業を
主体的に展開する。

ウェイトシア事業の戦略的意義: 
• オペレーターとしてガスバリューチェーンを構築することにより、国内最大級
のウェイトシアガス田の価値を高めて商業化。（既存インフラ活用、アジア
LNG市場への販売、西豪州国内市場への安定供給）

• 埋蔵量拡充からカーボンマネジメント事業（CCS・排出権等）に至るまで、
E&P機能と当社総合力の発揮による様々な広がりを追求する。

ウェイトシアガス田ステージ2開発の戦略的意義
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当社の2050年「あり姿」Net-zero emissionsの実現に向けて、天然ガス
開発と温室効果ガス排出量抑制を両立する。

ガス供給を通じて世界の環境負荷低減に貢献
 中期的に天然ガスへの燃料転換を促進し、低炭素社会の実現に貢献。

プロジェクトからの温室効果ガス排出量の削減
 高効率なプラント設計を採用することにより排出量を抑制。
 西豪州政府の温室効果ガスポリシーに沿って、プロジェクト期間に亘り、
原料ガスに含まれるCO2を除去することによる排出量(*)を削減または
オフセット。
(*) プロジェクトからの温室効果ガス総排出量の約60%と計算

気候変動への取り組み
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オペレーター事業方針

ガスバリューチェーンを通じた
価値創造

ウェイトシア価値最大化
近隣鉱区開発

ウェイトシア
ステージ2開発

ウェイトシア
ステージ2 FID

オペレーター能力・機能
を活かした長期的成長
カーボンマネジメント
ビジネスの展開
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添付資料
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三井物産E&P/LNG 事業ポートフォリオ

■ ガス
◆ 原油 & コンデンセート
▲ 探鉱鉱区 (主要鉱区のみ)

(As of Dec, 2020)

Meridian CSG

Marcellus Shale

Oman Block
3/4, 9, 27 /NOGJV

Enfield/Vincent
Greater Enfield

Eagle Ford ShaleThai/L11/43

Alba

Myanmar/ M3

Tempa Rossa

Brazil BAR-M215/217/252/254

Mozambique Area1

AC-P41/P57/P59

WA-93R/94R

VIC-P44/L33/L34

ATP2027P/602P/769P

Thai/L10/43

Tangguh LNG

Qatar LNG

Sakhalin-Ⅱ

NWS LNG

Browse LNG

Cameron LNG

Abu Dhabi LNG

Equatorial Guinea LNG

Oman LNG

Kipper

PEP60091/
60092/
60093

Wanaea Cossack

Kaikias

Thai/G8/50, Block G7/50

Gulf of Thailand

Vietnam/Blocks 52/97

Thai/Blocks 14A, 15A, 16AThai/Block B12/27

Thai/Block G4/43
Thai/Blocks B8/32&9A

Thai/Blocks 10. 11. 12. 13. 10A.11A.G4/48

Vietnam/Blocks B&48/95

PEP50119
BassGas

Waitsia
Beharra Springs

Ande Ande Lumut

Casino/Henry/Netherby

SK 405B
Sakakemang, 
S. Sakakemang, 
SE Jambi

Argentina MLO-124

T/RL2/RL3/RL4

Japan/Offshore Hokkaido

Arctic LNG 2
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http://www.moeco.co.jp/
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三井物産/原油ガス持分権益生産量・埋蔵量

生産量*1*2 埋蔵量*1*3
(千バレル/日) (億バレル)(千バレル/日)

(2020年5月公表)

71.2 67.3 78 93 100 84

172.6 185.0 181 173 180

137

243.8 252.3 259 266 280

18/3期
実績

19/3期
実績

20/3期
（見通し）

*1. 石油換算
当社連結子会社・関係会社・非連結先の当社権益保有見合い

*2. 一部プロジェクトでは当社持分販売量を適用
（予想）に関しては、新型コロナウイルス影響を一部加味していない前提

*3. 当社独自の基準による

2.9 2.8 2.8

6.6 6.0 

9.9

18/3期
実績

9.5

21/3期
（予想）

22/3期
（予想）

221
8.8

19/3期
実績

23/3期
（予想）

12.7

20/3期
実績

ガス
原油

ガス
原油
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